
骨子（案）に対する委員からの意見及び反映状況
【資料１】

平成２７年１２月１３日
障がい者福祉専門分科会

Ｎｏ 項目 意見の内容 対応状況 反映状況

1 【基本理念】 ー 事務局修正
【骨子】
障害者基本法の目的である「相互に人格と個性を尊重し合い」の趣旨を踏まえ、「誰もが共に支え合い」
を「誰もが互いを尊重し、支え合い」に改めた。

2
【施策の体系】
①互いを尊重し支え合う社会の形成

ー 事務局修正

【骨子】
障がいに対する理解の更なる促進が課題となっていること、また、差別の解消は障がいに対する理解の
下に行われるものであることを踏まえ、施策の体系の中項目である「差別の解消と権利擁護の推進」及
び「障がい者理解の促進」を、「障がいに対する理解の促進」及び「権利擁護の推進」に改めた。

3

【施策の体系】
①互いを尊重し支え合う社会の形成
　　障がいに対する理解の促進
　　　障がいに対する理解・啓発の推進

知的障がいや発達障がいの特性とかを広く市民に知っていただくための勉強会的な
ものを開いてほしい。

実施段階検討
【素案】
３８ｐ　１　（１）

4

【施策の体系】
①互いを尊重し支え合う社会の形成
　　障がいに対する理解の促進
　　　障がいに対する理解・啓発の推進

精神障がいの理解を深めるため、市民に対して発病予防や差別解消に役立つ研修
会を開催してほしい。

実施段階検討
【素案】
３８ｐ　１　（２）

5

【施策の体系】
①互いを尊重し支え合う社会の形成
　　障がいに対する理解の促進
　　　成年後見制度の利用促進

「成年後見制度の利用促進」とあるが、養成研修等を含めた体制の充実も必要では
ないか。

反映
【骨子】
「成年後見制度の利用促進」を「成年後見制度の利用促進と体制の整備」に改めた。

6

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　相談支援・情報提供体制の充実

市へ要望や施策に反映するような意見等ができる機会や場を、今後つくることを希望
する。

実施段階検討
【素案】
41ｐ　１　（１）

7

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　相談支援・情報提供体制の充実

青森県障害福祉課で毎年相談窓口研修会を開催している。青森市の相談窓口、い
ろんな民間や行政側も含めて研修をするべきと思う。

実施段階検討
【素案】
41ｐ　１　（１）

8

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　相談支援・情報提供体制の充実

市役所に配置している精神保健士なりが家族の対応をできるように配慮してほしい。 実施段階検討
【素案】
41ｐ　１　（１）

9

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　相談支援・情報提供体制の充実

健康福祉要覧を見ると地域移行支援の支援を受けているのが1人というのはあまりに
少なく驚いた。市はこのような事業者にどのように指導していくのか。

実施段階検討
【素案】
41ｐ　１　（１）

10

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　相談支援・情報提供体制の充実

地域移行支援の件数が伸び悩んでいるのは、書類がめんどくさいとか煩雑とかといっ
た側面が大きいのではないかと思う。

対象事項外 ー

11

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　相談支援・情報提供体制の充実

障がいの子をもつ親御さんのペアレントメンターの育成を考えてほしい。勉強できる講
座の開設なり。

実施段階検討
【素案】
41ｐ　１　（１）

12

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　視覚、聴覚障がい者の日常生活
　　　意思疎通支援

ー 事務局修正
【骨子】
障がい種別を特定しないこととし、「日常生活における意思疎通支援」に改めた。
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13

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　生活支援の充実
　　　福祉サービスの向上

ー 事務局修正
【骨子】
中項目の「地域生活支援サービスの充実」に包含されることから、削除した。

14

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　人材の育成と確保
　　　コミュニケーション支援のための
　　　人材養成の推進

ー 事務局修正
【骨子】
既出の字句との整合を図るため、「コミュニケーション支援」を「意思疎通支援」に改めた。

15

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　人材の育成と確保
　　　意思疎通支援等のための
　　　人材養成の推進

当事者の方々が研修をして支援者になろうという動きをもっとバックアップしてもいい
のではないか。例えば、精神障害者のピアサポーター、ピアスタッフの育成や養成に
ついての記載があるといい。

実施段階検討
【素案】
4２ｐ　２　（１）

16

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　人材の育成と確保
　　　相談支援員の確保

「相談支援員」は「相談支援専門員」ではないか。 反映
【骨子】
「相談支援員」を「相談支援専門員」に改めた。

17

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　人材の育成と確保
　　　相談支援専門員の確保

精神障がい者がある事業所に相談したところ、1人の相談員がたくさん案件を抱えて
いるため断られた。相談支援事業所が足りないと感じているが、市は相談支援事業
所を増やす方向で考えているのか。

実施段階検討
【素案】
4２ｐ　２　（２）

18

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　人材の育成と確保
　　　地域福祉サポーター制度の創設

認知症の方に認知症サポーターがある。障がい者の方にも各障がい種別ごとの障が
い者サポーター制度というものを入れてはどうか。

実施段階検討
【素案】
42ｐ　2　（3）

19

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　地域生活支援サービスの充実
　　　地域における居住支援機能の集約

65歳を過ぎると介護制度が優先され、これまでの福祉サービスが受けにくくなる。高
齢障がい者が、その地域で安心して暮らせるよう手厚い支援を望む。

実施段階検討
【素案】
43ｐ　３　（2）

20

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　地域生活支援サービスの充実
　　　地域における居住支援機能の集約

シームレスな支援について、子どもから大人までの内容に限定されているが、障がい
者が高齢者に向かっている現状を踏まえた内容があってもいいのではないか。

実施段階検討
【素案】
43ｐ　３　（2）

21

【施策の体系】
②障がい者の地域生活支援の充実
　　保健・医療の充実
　　　保健・医療・相談支援体制の充実

ー 事務局修正
【骨子】
同じ中項目の「保健・医療・福祉の連携」に包含されることから、削除した。

22

【施策の体系】
③障がい者の自立した生活の確保
　　療育・教育の充実
　　　切れ目のない支援の推進

発達の遅れがみられる乳児等に対して、保健・医療・教育・福祉が連携して生まれて
から継続しての相談支援体制をするようなシステムづくりを構築してほしい。

記述・整理済
【素案】
4６ｐ　１　（２）

23

【施策の体系】
③障がい者の自立した生活の確保
　　雇用・就業の促進
　　　雇用の拡大と就労支援

市内の就労継続支援Ｂ型は、事業訪問のサービス内容が重複し、支援を受けられる
職種が限られ、希望する支援が受けられず社会参加しづらい。就労継続支援Ｂ型に
おいて多様な職種のサービスを受けられるよう、新しいサービスを提供する事業所を
増やしてほしい。

実施段階検討
【素案】
4６ｐ　２　（１）

24

【施策の体系】
④安全・安心な暮らしの確保
　　安全・安心なまちづくりの推進
　　　防災・防犯対策の推進

警察は、障がい者のグループホームがどこにあるのか、障がい者の方がどれだけ住ん
でいるのか全く分からないため、災害になったときに情報が無く対応できない。行政に
は警察と連携してほしい。

記述・整理済
【素案】
50ｐ　２　（１）
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25

【施策の体系】
④安全・安心な暮らしの確保
　　安全・安心なまちづくりの推進
　　　雪処理困難者への支援

ー 事務局修正
【骨子】
「地域で支え合う体制の充実」に包含されるため、削除した。

26

【施策の体系】
④安全・安心な暮らしの確保
　　安全・安心なまちづくりの推進
　　　地域で支え合う体制の充実

地域の繋がりが大事である。地域カルテにはその地域に住んでいる人たちみんなの
顔が見えるようなものにしてほしい。

実施段階検討
【素案】
51ｐ　2　（２）

27

【施策の体系】
④安全・安心な暮らしの確保
　　情報バリアフリー化の推進
　　　行政情報のバリアフリー化

ー 事務局修正
【骨子】
「②障がい者の地域生活支援の充実－生活支援の充実－相談支援・情報提供体制の充実」に包含
されるため、削除した。

28 ー 意見交換会すらわからない障がい者団体の情報をしっかり掴んでほしい。 対象事項外 ー

29 ー
アンケートはとても貴重なデータだと思う。さらに分析をされたらどうか。例えば、問１５
「働くために必要なことは？」という問いに、「特にない」が３８．５%であり、高齢で働く必
要がないのか若い人で諦めてしまっているのかといった分析ができると思う。

対象事項外 ー
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